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瑞浪市消防出初式
１月16日、総合文化センターで「瑞浪市消防出初

式」が行われました。
式典では、消防に対して功績のあった、消防団員

や団体などが表彰をされ、駅前周辺で行われた市中
分列行進では、各分団のりりしい姿が披露されまし
た。
最後に、同センター対岸では、全分団による一斉

放水が行われました。
（受章者は２ページに掲載）

主な内容



岐
阜
県
知
事
表
彰 

地
域
振
興
局
長
表
彰 

市
長
表
彰 

消
防
長
表
彰 

団
長
表
彰 

消
防
協
会
長
表
彰 

県
消
防
協
会
長
表
彰 

消
防
庁
長
官
表
彰 

消
防
出
初
式 

消
防
出
初
式 
新
春
新
春 

  
恒
例
恒
例 
新
春 

  
恒
例 

　
１
月
16
日
、
瑞
浪
市
消
防
出
初
式
が
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
盛
大
に
催
さ
れ
、
消

防
に
尽
く
さ
れ
た
205
人
と
１
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

　
受
章
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
（
敬
称
略
） 

 

退
職
消
防
団
員 

市
川
靖
則
、
小
木
曽
達
也
、
森
本
英
樹 

 

退
職
消
防
団
員 

佐
藤
良
幸
、
田
中
一
成
、
山
内
雅
彦
、

安
藤
知
幸
、
伊
藤
恵
一
、
門
野
哲
也
、

永
田
慎
一
、
勝
股
義
和
、
小
木
曽
誠
、

小
関
敦
規
、
河
野
文
隆
、
中
島
健
一
、

西
尾
佳
紀
、
羽
柴
昇
、
遠
山
博
隆
、
和

田
晃
一
、
後
藤
祐
二
、
田
中
哲
也
、
稲

垣
光
良
、
工
藤
博
幸 

永
年
勤
続
功
労
章 

大
山
一
男
（
団
本
部
）
小
木
曽
一
喜
（
消

防
本
部
） 

勤
続
功
労
章 

　
木
正
光
（
団
本
部
）
小
倉
秀
亀
（
消

防
本
部
） 

功
労
章 

水
野
博
之
（
第
３
分
団
）
二
村
博
之
（
第

４
分
団
）
佐
野
秋
男
（
第
５
分
団
）
酒

井
正
裕
（
第
１
分
団
）
伊
藤
裕
之
（
消

防
本
部
） 

優
秀
家
族
賞 

奥
谷
勉
（
妻
）
京
子
、
渡
邉
政
百
（
妻
）

美
佳
、
板
橋
茂
晴
（
妻
）
実
千
代
、
熊

谷
智
治
（
妻
）
厚
子
（
第
２
分
団
） 

感
謝
状 

陶
都
信
用
農
業
協
同
組
合 

 

功
労
章 

藤
田
修
二
（
第
３
分
団
）、
中
里
建
史
（
第

１
分
団
）、
渡
邉
信
之
（
第
２
分
団
） 

 

勤
労
章
（
20
年
） 

大
山
一
男
（
団
本
部
）、
岸
本
卓
也
、
鈴

木
茂
雄
、
横
山
隆
久
（
第
３
分
団
） 

勤
労
章
（
15
年
） 

中
村
淳
司
（
第
５
分
団
）、
水
野
博
之
（
第

３
分
団
）、
籏
秀
樹
（
第
１
分
団
）、
奥

村
義
二
（
第
３
分
団
）、
中
山
直
樹
（
第

４
分
団
） 

功
績
章 

熊
谷
彰
（
第
２
分
団
）、
小
栗
義
朗
（
第

４
分
団
）、
小
栗
好
彦
（
第
２
分
団
）、

三
輪
武
彦
、
愛
知
廉
三
（
第
１
分
団
）、

大
竹
孝
史
（
第
２
分
団
）、
花
房
康
司
、

安
江
利
明
（
第
３
分
団
）、
西
尾
治
徳
（
第

４
分
団
）、
加
藤
和
久
、
古
山
一
（
第
５

分
団
）、
斉
木
章
之
、
可
知
更
一
（
音
楽

隊
） 

 

 

功
労
章 

近
藤
正
史
、
奥
村
正
澄
、
奥
村
嘉
英
、

岡
田
徳
一
、
今
井
敦
史
、
土
屋
公
一
郎
、

吉
川
冬
木
、
鵜
飼
秀
和
、
片
田
和
宏
（
第

１
分
団
）
金
谷
孝
雄
、
加
藤
龍
嗣
、
渡

辺
健
一
（
第
２
分
団
）
水
野
康
信
、
土

屋
正
勝
、
保
母
修
造
（
第
３
分
団
）
工

藤
信
彦
、
日
比
野
進
（
第
４
分
団
）
伊

藤
勝
章
、
加
藤
英
寿
（
第
５
分
団
）
伊

藤
浩
子
、
有
賀
英
子
（
音
楽
隊
） 

 

功
績
章 

林
雄
二
郎
、
山
内
宏
幸
、
小
木
曽
隆
広
、

日
比
野
順
一
（
第
１
分
団
）
小
栗
和
寿
、

小
栗
孝
範
、
小
栗
貴
臣
、
小
栗
寛
道
、

渡
辺
裕
隆
、
渡
辺
雅
人
（
第
２
分
団
）

足
立
康
明
、
安
藤
貴
正
、
牧
野
琢
廣
、

土
本
裕
志
（
第
３
分
団
）
工
藤
剛
生
、

岡
庭
洋
一
、
下
林
俊
幸
（
第
４
分
団
）

渡
辺
篤
史
（
第
５
分
団
）
伊
藤
ひ
と
み

（
音
楽
隊
）
中
嶋
大
輔
（
消
防
本
部
） 

 

功
績
章 

山
内
勝
幸
、
有
賀
大
輔
、
土
屋
剛
、
早

瀬
徹
、
伊
藤
嘉
朗
（
第
１
分
団
）
小
栗

政
昭
、
真
鍋
嘉
孝
、
安
藤
大
樹
、
小
栗

準
也
、
安
藤
浩
士
、
近
藤
裕
久
、
大
塚

栄
作
、
堀
部
博
明
（
第
２
分
団
）
山
路

邦
夫
、
溝
口
博
士
、
小
川
勝
彦
、
鍋
谷

志
郎
、
堀
田
清
彦
、
板
頭
誠
、
足
立
昌

隆
、
足
立
寛
聡
、
長
谷
川
正
文
（
第
３

分
団
）
加
納
広
正
、
長
井
良
生
、
工
藤

雄
一
、
長
江
将
由
、
岩
島
広
明
、
浜
島

年
伸
、
熊
澤
博
隆
（
第
４
分
団
）
小
木

曽
孝
之
、
高
木
慎
治
、
岩
崎
琢
也
（
第

５
分
団
）
橋
本
芳
彦
、
西
尾
智
博
（
音

楽
隊
） 

 

勤
労
章 

深
谷
直
人
、
有
賀
英
雄
、
木
股
弘
勝
、

柴
田
芳
宏
（
第
１
分
団
）
大
竹
孝
史
、

小
栗
兼
一
、
大
竹
政
行
、
玉
田
靖
、
酒

井
基
樹
、
奥
村
勝
彦
、
三
輪
和
年
、
熊

谷
智
治
（
第
２
分
団
）
伊
藤
裕
、
板
橋

輝
繁
、
山
口
悦
司
、
板
頭
忠
実
（
第
３

分
団
）
加
藤
和
久
、
古
山
一
、
西
尾
直

樹
、
重
田
卓
己
（
第
５
分
団
）
斉
木
章

之
、
加
藤
日
出
子
、
可
知
更
一
、
奥
村

か
お
る
、
伊
藤
道
廣
、
木
田
み
ど
り
、

水
野
夏
来
、
小
木
曽
友
恵
、
工
藤
秋
乃

（
音
楽
隊
） 

功
績
章 

小
栗
大
典
、
大
脇
雅
司
、
森
本
勲
、
伊

藤
嘉
英
、
山
内
直
樹
、
山
内
智
彦
、
山

内
貴
政
、
加
藤
明
男
、
横
井
龍
二
（
第

１
分
団
）
山
本
和
輝
、　
木
紀
算
、
佐

合
淳
、
渡
辺
浩
貴
、
古
田
誠
、
水
野
天

玲
、
小
澤
達
也
（
第
２
分
団
）
山
上
豊

昌
、
渡
辺
重
典
、
柴
田
征
人
、
古
田
憲

司
、
佐
々
木
貴
浩
、
小
栗
康
利
、
奥
村

重
信
、
鈴
木
光
夫
、
水
野
雅
友
、
寺
倉

慎
二
、
中
川
茂
則
（
第
３
分
団
）
安
部

智
晴
、
大
島
直
也
、
水
野
清
忠
（
第
４

分
団
）
木
野
村
寛
、
西
尾
佳
也
、
桟
原

洋
一
、
三
宅
寛
明
、
伊
藤
卓
哉
、
永
井

等
、
水
野
徳
人
、
成
瀬
広
之
、
安
藤
淳

（
第
５
分
団
）
真
田
倫
成
（
音
楽
隊
） 

2平成17年２月１日



　
１
月
９
日
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成
17
年
成
人
式
」
が
振
袖
や
ス
ー

ツ
姿
で
着
飾
っ
た
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
は
市
内
で
609
人
が
成
人
を
迎
え
、
式
典
は
、
今
後
の
輝
か
し
い
未
来

と
困
難
な
道
の
り
を
、
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
乗
り
越
え
て
い
こ
う
と
「
F
U
N
」

を
テ
ー
マ
に
、
新
成
人
か
ら
選
ば
れ
た
23
人
の
実
行
委
員
に
よ
る
手
づ
く
り

の
成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
、
20
年
間
の
思
い
出
の
写
真
や
、
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
、

過
去
、
現
在
、
未
来
を
演
じ
た
寸
劇
が
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

　
最
後
に
同
委
員
の
前
川
智
里
さ
ん
が
「
成
人
と
し
て
の
責
任
と
と
も
に
、

自
分
ら
し
い
道
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
」
と
新
成
人
と
し
て
の
決
意
を
述
べ
て

式
典
は
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。 

瑞浪市役所　1 68-21113



　
平
成
16
年
第
４
回
市
議
会
定
例
会
が
、
12
月
１
日
か
ら
12
月
24
日
ま
で

の
24
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
提
出
さ
れ
た
報
告
案
件
２
件
と
、
条
例
案
件
６
件
、
予
算
案
件
10
件
、
認

定
案
件
９
件
、
そ
の
他
の
案
件
６
件
、
議
員
発
議
４
件
、
請
願
２
件
の
計
39

件
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
認
定
・
採
択
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
ま

し
た
。 

報
告
案
件 

予
算
案
件 

そ
の
他
案
件 

条
例
案
件 

会
期
日
程 

） 

  

12
月
１
日
　
本
会
議（
議
案
上
程
、説
明 

12
月
９
日
　
本
会
議（
一
般
質
問
） 

12
月
10
日
　
本
会
議（
一
般
質
問
、議
案

質
疑
、
委
員
会
付
託
） 

12
月
13
日
　
総
務
文
教
委
員
会 

12
月
14
日
　
市
民
福
祉
委
員
会 

12
月
15
日
　
経
済
建
設
委
員
会 

12
月
16
日
　
第
１
決
算
特
別
委
員
会 

12
月
17
日
　
第
２
決
算
特
別
委
員
会 

12
月
24
日
　
本
会
議（
委
員
長
報
告
、討

論
、採
決
） 

  

●
専
決
処
分
の
報
告 

【
交
通
事
故
の
和
解
及
び
こ
れ
に
伴
う

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
】 

【
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ

い
て
】 

  

●
瑞
浪
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定 

【
人
事
院
の
給
与
勧
告
に
伴
う
所
要
の

改
正
】 

●
瑞
浪
市
職
員
特
殊
手
当
支
給
条
例
の

制
定 

【
瑞
浪
市
職
員
の
特
殊
手
当
見
直
し
に

伴
う
所
要
の
改
正
】 

●
瑞
浪
市
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定 

【
入
院
医
療
費
の
無
料
化
を
中
学
生
ま

で
拡
大
す
る
こ
と
に
伴
う
所
要
の
改
正
】 

●
瑞
浪
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定 

【
大
湫
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
供

用
開
始
に
伴
う
所
要
の
改
正
】 

●
瑞
浪
市
企
業
立
地
の
促
進
及
び
雇
用

の
拡
大
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定 

【
優
遇
措
置
を
賃
借
ま
で
拡
大
す
る
こ

と
に
伴
う
所
要
の
改
正
】 

●
瑞
浪
市
物
産
観
光
案
内
所
の
設
置
に
関

す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定 

【
物
産
観
光
案
内
所
用
途
廃
止
に
伴
う

条
例
の
廃
止
】 

  

●
平
成
16
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
） 

【
一
般
会
計
予
算
を
二
千
百
七
十
万
円

減
額
し
、
総
額
を
百
六
十
四
億
四
千

四
百
六
十
万
円
と
す
る
も
の
】 

●
平
成
16
年
度
瑞
浪
市
立
あ
け
よ
温
泉

白
寿
荘
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

【
あ
け
よ
温
泉
白
寿
荘
特
別
会
計
補
正

予
算
を
百
十
万
円
追
加
し
、
総
額
を

一
億
二
百
六
十
万
円
と
す
る
も
の
】 

●
平
成
16
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
） 

【
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

を
三
億
一
千
三
百
四
十
五
万
四
千
円

追
加
し
、
総
額
を
三
十
九
億
七
百
六

十
万
円
と
す
る
も
の
】 

●
平
成
16
年
度
瑞
浪
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

【
債
務
負
担
行
為
が
で
き
る
事
項
、
期

間
、
限
度
額
の
決
定
】 

●
平
成
16
年
度
瑞
浪
市
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

【
債
務
負
担
行
為
が
で
き
る
事
項
、
期

間
、
限
度
額
の
決
定
】 

●
平
成
16
年
度
瑞
浪
市
駐
車
場
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

【
債
務
負
担
行
為
が
で
き
る
事
項
、
期

間
、
限
度
額
の
決
定
】 

●
平
成
16
年
度
瑞
浪
中
央
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
） 

【
瑞
浪
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
を
六
十
万
円
追
加
し
、

総
額
を
三
億
九
千
四
百
六
十
万
円
と

す
る
も
の
】 

●
平
成
16
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

を
二
千
五
百
四
十
万
円
追
加
し
、

総
額
を
十
三
億
五
千
五
百
九
十
万

円
と
す
る
も
の
】 

●
平
成
16
年
度
瑞
浪
市
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

【
債
務
負
担
行
為
が
で
き
る
事
項
、

期
間
、
限
度
額
の
決
定
】 

●
平
成
16
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

【
水
道
事
業
会
計
予
算
を
四
百
万
円

追
加
し
、
事
業
費
用
を
二
十
一
億

八
千
四
百
十
五
万
五
千
円
と
す
る

も
の
】 

  

●
高
根
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

の
変
更 

【
施
設
整
備
の
追
加
及
び
施
設
整
備

事
業
費
の
変
更
】 

●
神
田
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

の
変
更 

【
各
施
設
整
備
事
業
費
の
変
更
】 

●
大
細
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画

の
変
更 

【
各
施
設
整
備
事
業
費
の
変
更
】 

●
東
濃
農
業
共
済
事
務
組
合
規
約
の

変
更 

【
中
津
川
市
廃
置
分
合
等
に
伴
う
所

要
の
改
正
】 

●
土
岐
市
及
び
瑞
浪
市
休
日
急
病
診

療
所
組
合
規
約
の
変
更 

4平成17年２月１日



認
定
案
件 

議
員
発
議 

地
籍
調
査
事
業
区
域 

「
瑞
浪
中
央
南
部
第
一
工
区
」並
び
に 

　「
山
田
１
」の
登
記
が
完
了
し
ま
し
た 

預
金
保
険
制
度
が 

　
　
　
変
わ
り
ま
す 

預
金
保
険
制
度
が 

　
　
　
変
わ
り
ま
す 

　
平
成
17
年
４
月
以
降
は
、
全
額
保
護
さ
れ
る

決
済
用
預
金
を
除
き
、
預
金
者
一
人
当
た
り
、

元
本
一
千
万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
が
保
護
さ
れ

ま
す
。 

・
「
決
済
用
預
金
」
と
は
、
「
無
利
息
、
要
求

払
い
、
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
」
と

い
う
条
件
を
備
え
た
預
金
で
、
当
座
預
金
や

利
息
の
付
か
な
い
普
通
預
金
が
該
当
し
ま
す
。 

・
利
息
が
付
く
普
通
預
金
や
定
期
預
金
等
に
つ

い
て
は
、
預
金
者
一
人
当
た
り
元
本
一
千
万

円
ま
で
と
、
そ
の
利
息
等
が
保
護
さ
れ
ま
す
。 

　
そ
れ
を
越
え
る
部
分
は
、
破
た
ん
金
融
機
関

の
財
産
の
状
況
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

（
一
部
カ
ッ
ト
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
） 

・
預
金
保
険
制
度
、
農
水
産
業
協
同
組
合
預
金

保
険
制
度
と
も
に
同
様
の
取
り
扱
い
が
な
さ

れ
ま
す
。 

 

　
な
お
、
平
成
17
年
３
月
末
ま
で
は
、
当
座
預

金
、
普
通
預
金
、
別
段
預
金
に
つ
い
て
は
全
額

保
護
さ
れ
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、金
融
機
関
の
窓
口
ま
た
は
、預
金

保
険
機
構
、農
水
産
業
協
同
組
合
預
金
保
険
機

構
、東
海
財
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

◎
問
合
せ
　
預
金
保
険
機
構 

　
　
　
　
　
1
０
３（
３
２
１
２
）６
０
２
９ 

　
　
　
　
　H

P

　http://w
w
w
.dic.go.jp/ 

　
　
　
　
　
東
海
財
務
局 

　
　
　
　
　
1
０
５
２（
９
５
１
）２
４
９
０ 

　
市
で
は
、
平
成
13
年
度
よ
り
地
籍
調
査
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。 

　
岐
阜
地
方
法
務
局
多
治
見
支
局
よ
り
左
記
の
と
お
り
登
記
完
了
の
通
知

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
調
査
区
域
の
土
地
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
調
査
に
ご
協
力
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
市
内
全
域
で
順
次
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

「瑞浪中央南部第１工区」－緑色で着色 
「山田１」－赤色で着色 
（山田町、明賀台１～５丁目の一部） 

【
土
岐
市
及
び
瑞
浪
市
休
日
急
病
診
療

所
組
合
の
執
行
機
関
の
組
織
を
改
た

め
る
た
め
】 

●
岐
阜
県
市
町
村
会
館
組
合
を
組
織
す

る
市
町
村
数
の
減
少
に
つ
い
て 

【
中
津
川
市
廃
置
分
合
等
に
伴
う
所
要

の
改
正
】 

  

●
平
成
15
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
決
算

の
認
定 

●
平
成
15
年
度
瑞
浪
市
立
あ
け
よ
温
泉

白
寿
荘
特
別
会
計
決
算
の
認
定 

●
平
成
15
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健
事
業

特
別
会
計
決
算
の
認
定 

●
平
成
15
年
度
瑞
浪
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定 

●
平
成
15
年
度
瑞
浪
市
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
決
算
の
認
定 

●
平
成
15
年
度
瑞
浪
市
農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定 

●
平
成
15
年
度
瑞
浪
中
央
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定 

●
平
成
15
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
特

別
会
計
決
算
の
認
定 

●
平
成
15
年
度
瑞
浪
市
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
決
算
の
認
定 

  

●
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置 

●
平
成
17
年
度
地
方
交
付
税
所
要
総
額

確
保
に
関
す
る
意
見
書 

●
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」

見
直
し
に
関
す
る
意
見
書 

●
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
に
関
す
る
意
見
書 

　
　
　
調
査
区
域
名 

「
瑞
浪
中
央
南
部
第
一
工
区
」 

「
山
田
１
」 

  

登
記
完
了
年
月
日 

平
成
16
年
12
月
20
日 

平
成
17
年
１
月
11
日 

瑞浪市役所　1 68-21115



みんなの広場みんなの広場みんなの広場

こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す 

▲伊藤覚治さん（寺河戸町） 

▲大山ちかさん（穂並） 

高津いちさん（陶町） 

各
社
が
新
製
品
を
ア
ピ
ー
ル 

お
め
で
と
う
100 

歳 

快
適
空
間
賞
授
賞
式 

　
１
月
に
市
内
で
３
人
の
方
が
100
歳
を
迎
え
ら
れ
、
　

嶋
市
長
が
そ
れ
ぞ
れ
、
お
祝
い
の
た
め
に
訪
問
し
ま
し

た
。 

　
100
歳
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
伊
藤
覚
治
さ
ん（
寺
河

戸
町
）、
高
津
い
ち
さ
ん（
陶
町
）、
大
山
ち
か
さ
ん（
穂

並
）の
３
人
で
、
　
嶋
市
長
は
「
100
歳
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
100
歳
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
本
人
の
健

康
管
理
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
の
支
え
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
ま
だ
ま
だ
元
気
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝

い
の
言
葉
を
述
べ
、
み
な
さ
ん
に
花
束
と
お
祝
い
金
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
１
月
６
日
、
７
日
の
２
日
間
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
２
０
０
５
み
ず
な
み
四
季
の
器
見
本
市
」
が
行
わ

れ
、
会
場
は
新
製
品
を
目
当
て
に
品
定
め
を
す
る
多
く

の
バ
イ
ヤ
ー
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
見
本
市
で
は
、
瑞
浪
、
恵
那
の
両
陶
磁
器
工
業
協
同

組
合
に
加
盟
す
る
28
社
か
ら
、
約
４
５
０
０
点
の
製
品

が
並
べ
ら
れ
、
各
社
の
新
製
品
と
趣
向
を
凝
ら
し
た
展

示
方
法
が
、
多
く
の
商
社
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。 

　
組
合
関
係
者
は
「
厳
し
い
景
気
の
中
、
多
く
の
方
に

来
場
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
各
社
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
っ
た
製
品
で
、
バ
イ
ヤ
ー
の
方
に
良
い
ア
ピ
ー
ル
が

で
き
て
い
る
の
で
は
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
１
月
11
日
、
商
工
会
議
所
が
主
催
す
る
「
新
春
名
刺

交
換
互
礼
会
」
で
、
昨
年
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
た
個

人
や
団
体
な
ど
に
贈
ら
れ
る
「
快
適
空
間
賞
」
の
授
賞

式
が
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
中
仙
道
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
受
賞
さ
れ
た
個
人
、団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

◎
特
別
賞 

・
玉
木
信
久
・
千
賀
子
夫
妻（
里
親
と
し
て
、
厚
生
労

働
大
臣
よ
り
感
謝
状
を
授
与
）・
日
比
野
鑑
三（
建
築
技

術
者
と
し
て
「
岐
阜
の
名
匠
」
に
選
ば
れ
る
） 

◎
賞 

・
土
岐
町
焼
き
物
製
作
委
員
会（
桜
堂
薬
師
に
陶
製
の

灯
籠
を
制
作
設
置
し
、
新
た
な

名
所
を
作
る
）・
中
京
高
等
学

校
サ
ッ
カ
ー
部（
第
９
回
岐
阜

県
選
手
権
大
会
で
優
勝
し
、
第

84
回
天
皇
杯
全
日
本
選
手
権
に

初
出
場
）・
稲
津
小
学
校（
フ
ラ

ワ
ー
ブ
ラ
ボ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で

県
教
育
委
員
会
賞
を
受
賞
） 

・
大
湫
小
学
校（
同
コ
ン
ク
ー

ル
で
東
海
ラ
ジ
オ
賞
を
受
賞
）・

瑞
浪
桔
梗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
小
学
６
年
生
の
手
形
と
夢
の

刻
ま
れ
た
タ
イ
ル
を
作
成
し
、

明
徳
橋
の
歩
道
に
設
置
）・
陶

陸
上
ク
ラ
ブ（
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

優
良
団
体
と
し
て
文
部
科
学
大

臣
賞
を
受
賞
）・
株
式
会
社
深

山
（
製
品
の
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン

な
ど
が
評
価
さ
れ
、
グ
ッ
ド
デ

ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
）・
㈱
西
尾

土
木
部（
花
飾
り
コ
ン
ク
ー
ル

で
銅
賞
を
受
賞
） 

6平成17年２月１日



みんなの広場みんなの広場

こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す

こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す 

こ
ち
ら
は
広
報
み
ず
な
み
で
す 

２
月
の
夕
方
６
時
の
音
楽
は 

　
　
　
　
　「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
」で
す 

◎
防
災
行
政
無
線（
屋
外
放
送
）は
、窓
を
開
け
る
か
、外
へ
出
て
聴
い
て
く
だ
さ
い
。 

議
員
研
修
会
を
開
催 

不
審
者
の
侵
入
に
備
え
て 

土岐児童センター 

鈴木敏晃ちゃん 
（２歳） 
南小田町 

　木茉菜ちゃん 
（３歳） 
稲津町小里 

としあき ま　な 

親
子
リ
ズ
ム
体
操
　
参
加
者
募
集 

親
子
リ
ズ
ム
体
操
　
参
加
者
募
集 

冬
の
竜
吟
の
森
を
観
て
歩
く 

冬
の
竜
吟
の
森
を
観
て
歩
く 

　
１
月
13
日
、
明
世
小
学
校
で
「
不
審
者
侵
入
時
の
避

難
訓
練
」
が
行
わ
れ
、
児
童
と
先
生
が
緊
迫
し
た
訓
練

に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
訓
練
は
、
不
審
者
が
授
業
中
の
教
室
に
侵
入
し
、
刃

物
を
振
り
回
す
と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
、
先
生
ら
が
、

さ
す
ま
た
や
椅
子
を
使
い
不
審
者
を
拘
束
し
、
全
校
児

童
が
体
育
館
に
避
難
す
る
ま
で
を
訓
練
し
ま
し
た
。 

　
訓
練
終
了
後
の
反
省
会
で
は
、
多
治
見
警
察
署
の
生

活
安
全
課
の
署
員
か
ら
、
先
生
と
児
童
に
そ
れ
ぞ
れ
「
机

や
い
す
な
ど
、
身
近
な
も
の
で
不
審
者
と
の
距
離
を
置

き
、
児
童
に
は
大
き
な
声
で
指
示
を
出
し
て
く
だ
さ
い
」

「
勝
手
な
行
動
を
と
る
こ
と
な
く
、
先
生
の
指
示
に
従
っ

て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、

児
童
ら
は
防
犯
意
識
を
高
め
て
い
ま
し
た
。 

　
健
康
体
操
の
指
導
者
、
多
々
良
恵
子
氏
の
指
導
で
、

親
子
で
楽
し
く
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。
今
ま
で
と
は
違
っ

た
親
子
の
触
れ
合
い
の
場
が
待
っ
て
い
ま
す
。 

・
日
　
時
　
３
月
２
日（
水
）、
３
月
９
日（
水
）
、 

　
　
　
　
　
３
月
16
日（
水
）
全
３
回
　
14
時
〜
15
時 

・
場
　
所
　
市
民
体
育
館
　
第
３
競
技
場 

・
対
　
象
　
歩
く
こ
と
が
で
き
る
１
歳
〜
３
歳
の
幼
児

と
そ
の
親 

・
定
　
員
　
親
子
30
組（
先
着
順
） 

・
受
講
料
　
１
、５
０
０
円（
初
日
徴
収
、保
険
料
を
含
む
） 

・
持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物（
水
分
補
給
） 

・
締
　
切
　
３
月
１
日
ま
で
に
申
し
込
み
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
市
民
体
育
館
へ
直
接
提

出
、
も
し
く
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。
　 

※
申
し
込
み
用
紙
は
、
市
民
体
育
館
お
よ
び
各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。 

◎
問
合
せ
　
市
民
体
育
館
　
1
６
８
‐
０
７
４
７ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
FAX
６
８
‐
０
７
４
８ 

　
春
の
兆
し
も
感
じ
ら
れ
る
こ
の
時
期
、
竜
吟
の
森
で

こ
の
地
域
の
植
物
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

２
月
26
日（
土
）
①
10
時
〜
12
時
②
13
時
〜
15
時 

・
内
　
容
　
①
冬
の
竜
吟
の
森
の
自
然
観
察
会 

　
　
　
　
　
②
地
元
の
植
物
に
関
す
る
ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク 

　
　
　
　
　
※
①
、
②
い
ず
れ
か
の
み
の
参
加
も
可 

・
講
　
師
　
山
口
清
重
氏（
植
物
研
究
家
） 

・
対
　
象
　
小
学
生
〜
一
般（
定
員
20
人
） 

・
参
加
費
　
100
円（
当
日
徴
収
） 

・
締
　
切
　
２
月
20
日（
日
） 

※
昼
食
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
野
外
活
動
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

◎
申
込
・
問
合
せ  

自
然
ふ
れ
あ
い
館  

1
６
３
‐
０
０
１
５ 

　
１
月
11
日
、
市
役
所
で
市
議
会
議
員
21
人
が
参
加
し

て
、
「
瑞
浪
市
議
会
議
員
研

修
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
研
修
会
で
は
、
講

師
に
元
全
国
都
道
府
県
議
会

議
長
会
の
野
村
稔
氏
を
招
き
、

本
会
議
の
あ
り
方
、
委
員
会

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
講
義

を
受
け
ま
し
た
。
今
後
、
さ

ら
な
る
議
会
活
動
の
活
性
化

が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

瑞浪市役所　1 68-21117



ど
う
し
て
計
画
を
策
定
す
る
の
… 

健
康
づ
く
り
計
画
っ
て 

　
　
　
　
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
… 

市
の
現
在
の
動
き
は 

　
　
　
　
　
ど
う
な
っ
て
い
る
の
… 

「
瑞
浪
市
健
康

瑞
浪
市
健
康 

　
　
　
　
づ
く
り
く
り
計
画
計
画
」の 

名
称
大
募
集

名
称
大
募
集 

「
瑞
浪
市
健
康 

　
　
づ
く
り
計
画
」の 

名
称
大
募
集 

こ
れ
か
ら
瑞
浪
市
健
康
づ
く
り
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す

こ
れ
か
ら
瑞
浪
市
健
康
づ
く
り
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す 
こ
れ
か
ら
瑞
浪
市
健
康
づ
く
り
計
画
を
策
定
し
て
い
き
ま
す 

わ
が
国
は
、
長
寿
社
会
と
言
わ
れ
る
一
方
で
、
増
加

傾
向
に
あ
る
が
ん
や
心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の
「
生
活

習
慣
病（
※1
）」
が
死
因
の
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
寝
た
き
り
や
認
知
症（
痴
呆
）等
と
な
る
要
介
護
状

態
と
な
る
人
も
増
加
し
、
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
す
べ
て
の
国
民
が
健
康
で
心
豊
か
に
生
活

で
き
る
よ
う
に
、
健
康
を
増
進
し
て
発
病
を
予
防
す
る

「
１
次
予
防
」
に
力
を
入
れ
対
策
を
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
国
で
は
早
死
や
健
康
寿
命（
※2
）を
延

伸
さ
せ
る
対
策
と
し
て
「
21
世
紀
に
お
け
る
国
民
健
康

づ
く
り
運
動（
健
康
日
本
21
）」
を
平
成
12
年
に
策
定
し

ま
し
た
。 

本
市
の
現
状
を
み
る
と
、
平
成
16
年
４
月
１
日
現
在

の
高
齢
化
率
は
21.79
％
で
あ
り
、
要
介
護
者
も
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
平
成
14
年
度
に
お
け
る
生
活
習
慣

病
に
よ
る
死
亡
者
は
、
全
体
の
死
亡
者
の
約
８
割
を
占

め
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
市
で
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
積
極
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
健
康
に
関
し
て
、
個
人
、
地
域
等
が

一
体
と
な
っ
て
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
総
合
的
に
推

進
し
て
い
け
る
よ
う
「
瑞
浪
市
健
康
づ
く
り
計
画
」
を

策
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

※1
生
活
習
慣
病
…
食
習
慣
、
運
動
習
慣
、
ス
ト
レ
ス
、

喫
煙
、
飲
酒
な
ど
の
生
活
習
慣
に
よ
り
影
響
す
る
病

気
の
こ
と
。
（
が
ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
、

高
血
圧
、
高
脂
血
症
な
ど
） 

※2
健
康
寿
命
…
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
生
き
て
い
る
長

さ
の
中
で
、
元
気
で
活
動
的
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
長
さ
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

・
テ
ー
マ
領
域
に
関
し
て
検
討
し
ま
す
。 

瑞
浪
市
は
、 

①
栄
養 

②
運
動
・
健
康
管
理 

③
タ
バ
コ
・
ア
ル
コ
ー
ル
・
こ
こ
ろ 

④
歯 

こ
の
４
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
年
代
ご
と
に
健
康

的
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
家
庭
や
地
域
等
で
取
り
組

む
こ
と
に
つ
い
て
目
標
を
立
て
、
具
体
的
な
対
策
を
考

え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
計
画
の
期
間
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
10
年
間
で

す
。 

昨
年
12
月
に
、
市
民
代
表
者
や
関
係
団
体
等
の
代
表

者
に
よ
る
策
定
会
議
や
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
の
第
１
回
目

を
開
催
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
会
議
を
重
ね
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
計
画
を

立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
健
康

づ
く
り
計
画
の
策
定
状
況
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
み
や
す
い
計
画

と
な
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り
計
画
の
名
称
を
募
集
し
ま

す
。 

名
　
　
称 

健
康
や
計
画
な
ど
に
関
す
る
言
葉
を
用
い
字
数
が
多

く
な
い
も
の
。 

【
例
】
多
治
見
市
…
「
た
じ
み
健
康
ハ
ッ
ピ
ー
プ
ラ
ン 

　
　
　
中
津
川
市
…
「
健
康
な
か
つ
が
わ
21
」 

応
募
方
法 

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
郵
送
、
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
受
付
の
方
法
な
ど
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。 

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
名
称
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。 

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
６
６
‐
１
１
１
５ 

メ
ー
ル
　kenko@

city.m
izunam

i.gifu.jp 

締
　
　
切
　
２
月
28
日（
月
） 

そ
の
他 

採
用
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

す
。（
採
用
名
称
の
応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
） 

◎
問
合
せ
　
健
康
増
進
課（
1
内
線
１
１
２
） 

瑞浪市死因別死亡割合の状況（平成14年度） 

悪性新生物（がん） 
35％ 

糖尿病  2％ 
腎不全  3％ 
肝疾患  1％ 

自殺  4％ 
老衰  1％ 
不慮の事故 

4％ 

脳血管疾患（脳卒中） 
23％ 

心疾患（心臓病） 
20％ 

肺炎 7％ 

結核  0％ 

」 

8平成17年２月１日



瑞浪市役所　1 68-21119

給与・公的年金等などの所得のある方は、源
泉徴収票（原本）
営庶業所得・農業所得・不動産所得のある方

は、その収支内訳書等（ただし農業所得を標準
で計算される方は、「計算のめやす」）
配当所得のある方は、配当金額、源泉徴収税

額のわかる書類
一時所得のある方は、その所得の収入・経費

のわかる書類

生命保険料控除・損害保険料控除を受けよう
とする方は、その支払額などの証明書
障害者控除を受けようとする方は、障害者手

帳（療育手帳）など
医療費控除を受けようとする方は、医療費の

領収証（保険金などで補てんされた金額がある
方は、その金額がわかる書類）
寄付金控除を受けようとする方は、領収証等

印鑑（朱肉を使用するもの）
所得税の還付を受けようとする方は、申告者

本人名義の預貯金口座番号のわかるもの

開　催　日 会　　　　場
２月16日（水）～２月24日（木） 市役所　２階大会議室
２月25日（金） 稲津コミュニティーセンター　多目的ホール
２月28日（月）～３月 １日（火） 釜戸コミュニティーセンター　多目的ホール
３月 １日（火）午前中のみ 大湫コミュニティーセンター　講堂
３月 ２日（水） 日吉コミュニティーセンター　多目的ホール
３月 ３日（木）～３月 ７日（月） 市役所　２階大会議室
３月 ８日（火）～３月 ９日（水） 陶コミュニティーセンター　会議室
３月10日（木）～３月15日（火） 市役所　２階大会議室

※詳しくは、多治見税務署（〒507-8706 多治見市音羽町１丁目35番地　122－0101）、税務相談室多治見
分室（123－7131）、市役所税務課（168－2111 内線117・118）へお尋ねください。

平成16年中に所得のあった方の所得税及び市・県民税の申告相談会を次のとおり開催します。

・相談会の開催は、土・日曜日を除く９時～16時です。
・市役所税務課窓口での申告相談は行いません。

所得税の確定申告は、ご自分で作成し、お
早めに提出してください。市役所（コミュニ
ティーセンターを含む。）では自営業の方の相
談を行いませんので、ご不明な点は税務署で
お尋ねください。
税務署では、職員のアドバイスによりご自

分で申告書などを作成していただきます。
ただし、収支内訳書・申告書をご自分で作

成済みの方は、市役所でも提出できます。

平成16年中に土地・建物等を売却された方
（譲渡所得のあった方）は、原則所得税の確定
申告が必要です。
申告のしかたなどについて、お分かりにな

らない方は、関係資料をご持参の上、申告期
間中に多治見税務署へお出かけください

障害者手帳等の交付を受けていない方であ
っても、介護保険の要介護認定（要支援を除
く）を受けている方は、障害者控除の対象に
なる場合があります。詳しくは、市役所高齢
介護課（内線152）へお尋ねください。

平成16年分の所得税の確定申告の受付は
２月16日（水）から３月15日（火）までです。

申 告 相 談 会 日 程

◎申告に必要なもの
所得の計算に必要な書類 自営業を営んでみえる方へ

所得控除の計算に必要な書類 土地・建物等を売却された方へ

障害者控除を受けようとする方へ

その他必要なもの



白寿荘では、平成17年度の給食用物資の納入業者
を募集します。
・応募資格 平成17年度に競争入札参加資格審査申

請をしている業者
・応募期限 ２月28日（月）
◎申込・問合せ 白寿荘　168-2310

岐阜県では、自主的、主体的なグループ活動のう
ち、他のモデルとなるものを支援します。
・グループ まちづくり、環境・リサイクル、福祉
健康、交流発信、教育・文化、道路・河川など

・支援内容 自主的、主体的なグループ活動に対す
る金銭的支援、情報提供、検討会等への県職員の
派遣など

・受付締切 ２月16日（水）
◎申込・問合せ 東濃地域振興局 123-1111内線208
（財）岐阜県広報センター　1058-277-1024

◆シンポジウム
・テーマ 第７回国際陶磁器展美濃審査会を振り返って
・場　所 国際会議場
・時　間 15時30分～17時30分
・参加料 無料（定員：160人）
・出演者 榎本徹、小松誠、加藤幸兵衛、ほか
◆ワークショップ（作陶実演）
・場　所 作陶館
・時　間 10時30分～　講師：ｱﾙﾈ・ｵｰｾ（ﾉﾙｳｪｰ）

13時30分～　講師：ｴﾝﾘｹ・ﾒｽﾄﾚ（ｽﾍﾟｲﾝ）
・参加料 各300円（定員：各60人）
・申込み ３月４日（金）までに、電話・FAX・E
メールにて申し込みください。
◎申込・問合せ 国際陶磁器ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ美濃実行委員会

125-4111 FAX25‐4138
Eメール　info@icfmino.com

「柴田厚志コレクション　美濃の高田徳利」
～幕末から昭和15年生産まで～

・期　日 １月29日（土）～２月20日（日）
・場　所 ミュージアム中仙道
・入館料 大人500円、小人300円
※「柴田厚志 作陶展」も同時開催します。
◎問合せ ミュージアム中仙道　168-0505

10平成17年２月１日

★出前おんぶにだっこ教室
・日　　時 ２月16日（水）10時～11時30分
・対 象 児 就園前の乳幼児
★お店屋さんごっこ（保育園児と遊ぼう）
・日　　時 ２月22日（火）10時～11時30分
・対 象 児 １歳位～就園前
・持 ち 物 買ったものを入れる袋
◎申込・問合せ 子育て支援センター　166-1064

うす味で野菜たっぷりの健康料理と、真向法の体
験ができる教室です。健康に興味のある方を募集し
ます。
・日　　時 ３月３日（木） ９時30分～15時
・場　　所 稲津コミュニティーセンター
・内　　容 調理実習、真向法
・募集定員 20人　　・受 講 料 無料
・持 ち 物 エプロン、三角巾
・締　　切 ２月17日（木）
◎申込・問合せ 保健センター　167-2700

〔製造業のための現場監督者・
職長等安全衛生教育講習〕

・日　　時 ３月８日（火）～９日（水）
９時15分～17時15分

・場　　所 セラトピア土岐（土岐市土岐津町高山４）
・受 講 料 9,400円（消費税・テキスト代含む）
・定　　員 72人（定員になり次第締切）
・締　　切 ２月28日（月）
・申込方法 受講料を添えて下記まで
◎申込・問合せ 東濃産業労働協会　
〒507-0801多治見市東町１-９-３　124-4595

東濃西部地域の観光ＰＲなどに使用する写真を募
集します。心に残る風景、伝統ある祭や行事、地場
産業で働く人々の姿など東濃西部を紹介する写真を
広く求めています。
・応募作品 カラープリント四つ切サイズ、多治

見・土岐・瑞浪・笠原の３市１町内で
撮影されたもの

・応募締切 ３月11日（金）
・ 賞 グランプリ　１人　賞金５万円　ほか
◎申込・問合せ 〒509-5121 土岐市土岐津町高山6-7

土岐市観光協会　154-1131

東濃西部観光写真コンテスト作品募集

労働安全衛生関係講習会の開催

「白寿荘」給食用物資納入業者募集

平成17年度「協働型県民活動促進事業」企画募集

ミュージアム中仙道からの催し物のご案内

子育て支援センター（稲津保育園内）
「おんぶにだっこ教室」からのお誘い

第７回国際陶磁器展美濃
シンポジウム・ワークショツプ参加者募集

食生活改善推進協議会による
「健康料理教室」参加者募集！

３月12日（土）セラミックパークＭＩＮＯ



母子寡婦福祉資金は岐阜県が行っている事業で、
母子家庭や、寡婦の方のよりよい生活設計に役立て
ていただくための資金として、修学資金・就学支度
資金などの資金を、無利子（一部のものについては、
年利率３％）でお貸しするものです。
・対　　象 児童を扶養する母子家庭の母、父母の

いない児童
・資金種類
修学資金（月額18,000円～63,000円まで）
就学支度資金（39,500円～450,000円まで）

※借りられる金額は、学校種別、学年によって異な
り、上記以外にも貸付資金があります。

◎申込・問合せ 社会福祉課　1内線104

妊娠、出産、育児または、介護のために退職した
けれども、将来働けるようになったとき、再就職を
希望する方の登録事業を行なっています。登録した
方は、セミナーへの参加、再就職の準備に役立つ
「情報誌」の送付、個別相談などの支援が受けられ
ます。
・登 録 料 無料
・受付時間 月曜日～金曜日（祝日を除く）

９：30～16：30
◎問合せ （財）21世紀職業財団　岐阜事務所

1058-266-5033

・日　時 ２月15日（火）13時30分～
・場　所 総合文化センター・講堂
・演　題 「中小企業をめぐる課題と対応」
・講　師 中小企業庁事業環境部長　鈴木正徳氏
◎問合せ 商工課　1内線481

瑞浪市役所　1 68-211111

ハートピア（市民福祉センター）相談室
◆行政相談 市民課　1内線105

日時…２月14日（月）10時～15時
◆人権・法律相談 市民課　1内線105

日時…２月17日（木）10時～15時
◆結婚相談 市民課　1内線105

日時…２月２日（水）・９日（水）・27日（日）
10時～16時

◆心配ごと相談 社会福祉協議会　168-4148
日時…毎週月曜日

10時～15時

市役所１階市民相談室

◆身体障害者相談 社会福祉課　1内線160
日時…２月７日（月）９時～12時

◆住宅修繕相談 都市計画課　1内線245
日時…２月15日（火）10時～15時

※高齢者向け住宅改修相談有り
◆移動家庭児童相談 社会福祉課　1内線102
・陶児童館　２月２日（水）10時～12時
・子育て支援センター（稲津保育園内）

２月２日（水）13時30分～15時30分
・釜戸コミュニティーセンター

２月９日（水）10時～12時
・日吉コミュニティーセンター

２月９日（水）13時30分～15時30分

こぶし相談室（勤労青少年ホーム）
◆母子相談 社会福祉課　1内線102
日時…２月１日（火）９時～12時

共同福祉施設（サンライズ）
◆教育相談 学校教育課　1内線488
日時…毎週火・金曜日　13時～17時

（11日を除く）
◆電話相談 相談日のみ　167-3338

○市県民税（特別徴収） １月分 ２月10日（木）
○固定資産税 ４期分 ２月28日（月）
○国民健康保険料 ２月分 ２月28日（月）
○保育料 ２月分 ２月28日（月）
○水道料金・下水道使用料１月分 ２月28日（月）
○市営住宅使用料 ２月分 ２月28日（月）
○介護保険料 ２月分 ２月28日（月）
○下水道受益者負担金 ２期分 ２月28日（月）

２月５日（土）・10日（木）・16日（水）・22日（火）・
28日（月）

斎場のお休み 市民課　1内線105

今月の納期（お支払いは便利な口座振替で）

相 談 コ ー ナ ー
（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）（２月分）

母子寡婦福祉資金のご案内

「中小企業活性化セミナー」のご案内

あなたのカムバックを支援する
「再就職希望登録者支援事業」のご案内

※上記以外の入居者募集は行っておりません。 
応募資格　◆原則として市内に３カ月以上住所または３カ月以

上勤務地があり、かつ、市税を滞納していない方 
◆現に同居または同居しようとする親族があり、世帯
を構成する方 
◆現に住宅に困窮し、収入基準に適合する方 

応募期間　２月１日（火）～２月８日（火） 
※お問い合せには、所得のわかる書類をご用意くだ
さい。 

団地名 

市営住宅入居者募集 管財課 
1内線324市営住宅入居者募集 管財課 
1内線324

所在地 形式 募集数 構造 

2DK １ 簡２ 
PC造 竜吟 釜戸町 

家　賃 敷金 
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三種混合（百日咳・ジフテリア・破傷風）Ⅰ期追加予防接種 

ツベルクリン検査・ＢＣＧ予防接種 

麻しん予防接種 

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 ＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞ 

健診・相談名 実　施　日 受付時間 対　象　者 持　ち　物 

９時～11時 

９時50分～10時受付  
（終了は11時30分） 

第１子は13時集合 
第２子以上は 
13時45分～14時15分受付 

母子健康手帳 
お茶 平成16年２月生まれ 

母子健康手帳 
歯ブラシ・コップ 
※汚れてもいい服装で 
　お越しください。 

３歳６ヶ月児はみがき教室 平成13年８月生まれ ２月14日（月） 

１歳児すくすく教室 

母子健康手帳 ４ヶ月児健康診査  平成16年10月生まれ ２月22日（火） 

２月15日（火） 
４歳児はみがき教室 平成13年２月生まれ 

４歳６ヶ月児はみがき教室 平成12年８月生まれ 

２月24日（木） 

・対象者　Ⅰ期初回３回接種終了後、１年以上
経過している７歳半（90ヵ月）未満の
児 

＊百日咳にかかった児は、ジフテリア・破傷
風の二種混合を接種しますので、申し込み
前に必ず保健センターにご連絡ください。 

・期　間　３月１日（火）～３月31日（木）まで
の各医療機関の指定する日時 

・料　金　無料 
・接種方法 
①２月24日（木）までに申し込みはがきを保健
センターへ提出してください。 

（はがきは、予防接種のしおりにとじてあり
ます。） 

②２月28日（月）以降に希望した医療機関へ直
接電話で日時を予約してください。 

③予診票と母子健康手帳を持参し、予約した
医療機関で接種してください。 

※申し込まれた医療機関を変更することはでき
ません。 

・三種混合Ⅰ期追加・麻しんの予防接種を下表の医療機関で
行ないます。 

　結核予防法の一部改正により、平成17年４月
からBCG接種対象年齢が「生後６ヵ月に達する
までの期間」になります。そのため、下記の対
象者に対して予防接種を実施します。 
・対象者　平成16年４月１日～平成16年12月31

日までの出生児 
・料　金　無料 
＊ただし、満４歳未満でまだ受けていない児も
含む 

・対象者　平成16年２月生まれ 
＊満７歳半(90ヶ月)未満でまだ接種していない児も
含む。 

ただし、麻しんにかかったことのある児は除く。 
・料　金　無料 
・接種方法　①２月24日（木）までに、申込みハガキ

を保健センターまで提出してください。 
②３月１日（火）以降に希望した医療機
関に電話予約をし、接種してください。 

ツベルクリン検査 
２月21日（月） 
２月28日（月） 
３月７日（月） 
３月15日（火） 
３月28日（月） 

判定日・ＢＣＧ 
２月23日（水） 
３月２日（水） 
３月９日（水） 
３月17日（木） 
３月30日（水） 

場　所 
 

保健 
センター 

受付時間 
 

13時30分 
～ 

14時30分 

医療機関名 
東濃厚生病院 
瑞浪病院 
セオ医院 

佐々木外科医院 
 

宮川クリニック 
 

岩島医院 
明生クリニック 
とよだ小児科クリニック 
タルミ医院 
嶋崎内科医院 

わだ内科外科クリニック
 

 
広瀬クリニック 
勝股医院 
玉田医院 
西尾医院 

塚田婦産科院 
大湫病院 

電話 
68-4111 
67-1221 
68-2733 
68-2817 
 

68-2959 
 

68-6116 
68-0068 
66-2250 
67-1732 
67-2363 

68-3177
 

 
66-2112 
68-8896 
69-2005 
65-2701 
63-2002 
63-2231

受入れ条件 
月・水・木　14：00 
月・水　12：00／火・金　17：00 
月～土　12：00～12：30 
火・木　13：00～16：00 
月・火・水・金 
12：00～13：00，15：30～16：00 
木・土　12：00～13：00 
月・水・金　12：00～12：30 
火・木　15：30～16：00 
火・木・金　15：00～15：30 
火・水・金　14：00～15：00 
第１・４　月　14：00～15：00 
月・火・木・金 
８：30～９：00/15：30～16：00 
月・火・木・金　15：30～16：00 
月・火・木・金　12：00～13：00 
火・金　14：00～16：00 
月　15：00～16：00 
火・金　14：00～15：00 
月～金　13：00～16：00


